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「
マ
グ
ネ
ッ
ト
ブ
ル
ワ
リ
ー
」で
あ
り
た
い

　

１
階
に
は
発
酵
タ
ン
ク
を
備
え
た
醸
造
所
、
２
階
で
は
自
慢
の
ビ
ー

ル
が
味
わ
え
る
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
。

　

加
古
川
で
地
元
産
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
楽
し
め
る
と
評
判
の
お
店
が
、

今
月
の
表
紙
「
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
ブ
ル
ー
イ
ン
グ
東
加
古
川
醸
造
所
」

で
す
。
経
営
す
る
の
は
大
西
誠
さ
ん
。
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
勤
務
し
、

定
年
退
職
後
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
、
か
ね
て
よ
り
好
き

だ
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
自
分
で
も
作
れ
な
い
か
と
思
い
、
各
地
の

醸
造
所
を
見
学
し
知
識
を
得
な
が
ら
独
自
に
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
８
年
７
月
に
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
創
業
し
、
翌

年
４
月
に
第
１
号
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
大
西
さ

ん
は
「
ビ
ー
ル
の
味
に
好
き
嫌
い
が
あ
っ
て
当
然
で
、
香
り
・
苦
み
、

違
っ
た
味
わ
い
の
中
か
ら
自
分
の
好
き
な
も
の
を
見
つ
け
て
も
ら
う
の

も
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
楽
し
み
の
一
つ
」
と
言
い
、
そ
の
思
い
を
表
す

よ
う
に
次
々
と
新
し
い
味
の
ビ
ー
ル
を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
フ
ル

ー
テ
ィ
ー
な
も
の
か
ら
深
い
味
わ
い
の
も
の
ま
で
、
そ
の
数
は
20
種
類

を
超
え
ま
す
。
「
私
の
作
る
ビ
ー
ル
は
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ペ
ー
ル

エ
ー
ル
）
で
ホ
ッ
プ
の
持
つ
香
り
・
苦
み
を
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
る
も

の
に
し
て
お
り
、
エ
ー
ル
ビ
ー
ル
は
華
や
か
か
つ
豊
か
な
香
り
と
苦
み

を
楽
し
み
な
が
ら
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
基
本
的
に
ビ
ー
ル
の
香
り

や
苦
み
は
酵
母
と
ホ
ッ
プ
で
変
化
さ
せ
ま
す
が
、
変
わ
り
種
と
し
て
、

さ
く
ら
ん
ぼ
ペ
ー
ス
ト
を
混
ぜ
た
サ
ワ
ー
ビ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。
甘

酸
っ
ぱ
さ
の
中
に
か
す
か
に
苦
み
を
感
じ
る
ビ
ー
ル
で
、
女
性
に
も
飲

み
や
す
く
で
き
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
言
い
ま
す
。

　

同
店
の
ビ
ー
ル
は
市
内
ス
ー
パ
ー
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
他
、
加
古
川
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
先
日
も
新
潟
か
ら
申

し
込
み
が
あ
っ
た
そ
う
で
「
こ
う
や
っ
て
加
古
川
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

が
広
く
知
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

前
職
の
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
と
い
う
理
念
に
重
ね
合
わ
せ

「
マ
グ
ネ
ッ
ト
ブ
ル
ワ
リ
ー
」
を
目
指
し
た
い
と
言
い
ま
す
。
「
周
り

を
引
き
付
け
ら
れ
る
場
所
に
、
と
い
う
意
味
で
良
い
言
葉
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
こ
こ
に
引
き
寄
せ
れ
る
よ
う
に
集
ま
り
、
そ

し
て
ビ
ー
ル
を
囲
ん
で
お
互
い
の
結
び
つ
き
の
場
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で

す
ね
」
加
古
川
産
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
一
度
ご
賞
味
あ
れ
！
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今月の表紙
『マイルストーンブルーイング

東加古川醸造所』

おおにし　まこと

「希望溢れる未来を創る団体として」
　加古川商工会議所青年部
　　会長　岡本　良太郎 さん

「今月の“こんな日”」

青年部・女性会

「誰かのために・・・心に響く言葉」
　城山開発㈱城山ゴルフ倶楽部
　　取締役支配人　山崎　吉博 さん

歴史の風を感じて
ぶらり加古川まちあるき

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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◆代表者

　代表　大西　誠

◆所在地　

　加古川市平岡町新在家２丁目２６４－２２

◆電　話

　０７９－４２５－８８９９

◆ホームページ

　https://milestonebrewing.stores.jp/

◆表紙写真

①大好きなIPAを注ぎながら「これを

　飲んで誰もが仲良く楽しくなってく

　れたらいいですね」

②様々なビールが楽しめます

③時間をかけて丁寧に作られます

④１階の醸造所にあるタンク

⑤カウンターに立つ笑顔の大西さん

⑥ネットでも購入できます
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特　集

　加古川には、歴史に触れ・感じられる場所が多くあります。また、このたび加古川市が発行する観光
ガイドブック「わがまち加古川70選」にも、これまでの60カ所から、歴史のある場所を含めた10カ所
が追加されました。
　今月は、その新たな10カ所（①～⑩）とともに、加古川の歴史を感じる地をご紹介していきます。
　爽やかな春の日差しのもと、加古川の歴史を巡ってみてはいかが？

歴史の風を感じて 

 ぶらり加古川まちあるき
歴史の風を感じて 

 ぶらり加古川まちあるき

③観音寺・志方城跡
　（加古川市志方町）
　志方町は櫛橋家の居城で、戦国時代の軍師、黒
田官兵衛の妻・光（てる）の実家です。現在、本
丸跡には曹洞宗の寺院、観音寺が建っています。
✿光姫
　櫛橋伊定の娘で、嫁
いだ黒田家では、才能
と容姿に加え、徳も兼
ね備えた「才徳兼備」
と称えられ、戦国には
珍しい一夫一妻の夫婦
でした。

①上部井用水
　（加古川市東神吉町）
　１９６０年（慶長５）、姫路城主の池田輝政に
よってすすめられ、60年後の松平直矩の時代に
完成した井堰と伝えられており、現在も高砂市に
かけて広く利用されています。　

②正岸寺（加古川市西神吉町）
　陰陽師安倍晴明に並ぶ力を持つと称された蘆屋
道満が誕生したと言われる場所に建つ寺院。
✿蘆屋道満
　安倍晴明に教えを受け、文
献などでは安倍晴明と術比べ
などで登場し、常にライバル
とされ、「正義の晴明」に対し
て「悪の道満」とされています。

④太閤岩
　（加古川市西神吉町）
　羽柴秀吉が志方城を
攻めた際、この場所に
本陣を置き采配をとる
時に座ったと伝えられている岩です。
✿志方城攻め
　１５７８年（天正６）城主の櫛橋伊定が、羽柴
秀吉に反旗を翻した三木城主別所長治についたた
め、織田信忠軍に攻略され、降伏・開城しました。

⑤★粟津天満神社
　（加古川市加古川町）
　菅原道真が大宰府に左遷途中、この地に立ち寄ったため、地域の発展、五
穀豊穣、学問の徳を授かろうと村人たちによって建てられました。本殿に
「天神さま元和元年（１６１５年）創建」との記録が残されています。
✿菅原道真
　幼少の頃より学問の才能を発揮し神童と称され、讃岐国の長官として赴任された際も国を建てなおす
など善政を行い、政治の中心で活躍しました。
　右大臣の時、左大臣の藤原時平の政略により大宰府に突如左遷されることとなり、わずか２年後にそ
の生涯を閉じました。
　現在も菅原道真は文道・学問の神として人々の信仰を集めています。

なおのり

くしはし

これさだ

うわべいようすい しょうがんじ

加古川

平岡町

野口町

加古川町

別府町

金沢町

米田町

尾上町

神野町

八幡町

上荘町
平荘町

志方町

東神吉町西神吉町 上部井用水

観音寺・志方城跡

粟津天満神社

日本毛織印南工場
煉瓦建物群

山之上住吉神社・潰目池

宝蔵寺

升田山・八十の岩橋

鶴林寺の
あいたた観音

駅ケ池・賀古駅家跡

日岡神社

称名寺

太閤岩

正岸寺

①

③

②
④

⑤

⑦

⑧

⑨
⑩

⑥

あしや

どうまん

（出典：加古川市）

（出典：加古川市）

（出典：加古川市）

「わがまち加古川70選」は、加古川観光協会事務所・
 加古川駅構内まち案内所で配布しています。HPはこちら

⑥★升田山・八十の岩橋（加古川市東神吉町）
　水管橋の北に位置し、初心者にも登りやすい山として人気です。２０１９年８月
には登山道も整備され、案内板やガイドチェーンも設置されました。登山口は、升
田登山口とウェルネスパーク側登山口など。両登山口間は約1.6㎞。１時間弱で行
けるので、気軽に登山を楽しむことができます。
　初心者はもちろん、ファミリーにもオススメです。山頂から加古川の街並みを見渡すことができ、初

心者にも登りやすいことから高御位山と並ぶ加古川の登山スポットとして最
近注目を集めています。その升田山の東側には「八十の岩橋」と呼ばれる自
然にできた石段があり「播磨国風土記」には、この石の階段を80人の神が、
天と地を行き来していたと言われています。急傾斜部にはガイドチェーンが
設置されていますが、滑り止め付きの軍手があると、より安全。下りは少し
ずつ慎重に。岩の窪みをうまく使えば、案外、楽に下りられます。
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特　集

称名寺
（加古川市加古川町）
　羽柴秀吉による毛利攻めの際「加古川評定」が行われた加古
川城の城跡に建つ真言宗のお寺です。秋を彩る銀杏の木は、絵
画・写真愛好家が集うスポットとなっています。

✿加古川評定
　別所氏・小寺氏・赤松氏の播磨三大勢
力は官兵衛の働きかけがあり、一旦は織
田側につくことでまとまっていましたが、
毛利討伐が諮られた軍議「加古川評定」で、かねてより毛利氏支持の別所吉親が秀
吉と衝突、別所長治に信長への謀反を促したために播磨最大の勢力別所氏は毛利側
に付くことになり、それに多くの播磨の城主たちが同調したことで、織田軍による
播磨への猛攻撃が始まります。いわば、この加古川評定が戦国時代の播磨の運命を
決めたと言っても過言ではありません。

しょうみょうじ

⑧駅ケ池・賀古駅家跡
　（加古川市野口町）
　賀古駅家跡（古大内遺跡）は、古代律令国家の下、
西国街道に設けられた国内最大の駅家と呼ばれる拠
点の跡です。付近には教信上人が村人たちと掘った
駅ケ池があります。
✿教信上人
　教信上人は、念仏を唱えな
がら仏の教えを説き、旅人の
檜物を運んだりして大勢の人
を助けました。そのことから
荷送り上人とも呼ばれ、人々
から親しまれました。庵跡に
は教信寺が建てられています。

⑨山之上住吉神社・潰目池
　（加古川市平岡町）
　隣接する大中遺跡は住吉神社境内にも地続
きであり、潰目池の池底からは旧石器時代の
石器などが発見されており、大中遺跡と同じ弥
生時代の人々が暮らしていたと思われ、このあ
たり一帯が「山之上遺跡」と呼ばれています。
　

⑩宝蔵寺
　（加古川市別府町）
　奈良時代、聖武天皇の勅命で行基が開基しました。境内には多木化学㈱の創業者多
木久米次郎が譲り受けて植えた、日本最古といわれるオリーブの木があります。

　また加古川市出身の俳諧師滝瓢水の句碑「浜までは 
海女も蓑着る　時雨かな」が残っています。
✿滝瓢水
　江戸時代中期の俳人で富裕な船問屋に生まれましたが商いには一切か
かわらず没落させました。鶴林寺には「ほろほろと雨そふ須磨の蚊遣哉」
の句碑があり、別府の住吉神社の「手枕の松」は瓢水が名付けたと言わ
れています。

⑫★升田山・八十の岩橋（加古川市東神吉町）
　水管橋の北に位置し、初心者にも登りやすい山として人気です。２０１９年８月には登山道も整備さ
れ、案内板やガイドチェーンも設置されました。登山口は、升田登山口とウェルネスパーク側登山口な
ど。両登山口間は約1.6㎞。１時間弱で行けるので、気軽に登山を楽しむことができます。
　初心者はもちろん、ファミリーにもオススメです。山頂から加古川の街並みを見渡すことができ、初
心者にも登りやすいことから高御位山と並ぶ加古川の登山スポットとして最近注目を集めています。そ
の升田山の東側には「八十の岩橋」と呼ばれる自然にできた石段があり「播磨国風土記」には、この石
の階段を80人の神が、天と地
を行き来していたと言われてい
ます。急傾斜部にはガイドチェ
ーンが設置されていますが、滑
り止め付きの軍手があると、よ
り安全。下りは少しずつ慎重に。
岩の窪みをうまく使えば、案外、
楽に下りられます。

鶴林寺の「あいたた観音」（加古川市加古川町）
　鶴林寺宝物館に収蔵されている聖観音立像。腰を少し
左にひねった軽やかなポーズ、かすかに微笑みをたたえ
た姿は美しく親しみやすい仏様です。ドイツ・アメリカ

の美術展でも日本の仏像を代表して展
示されました。
　「あいたた観音」の昔話で有名な仏
像です。地元では絵本も出版されまし
たが、その後絶版、２０１９年にＤＶ
Ｄ化され、市内小学校・図書館に寄贈されました。この映像は鶴林寺宝物館でも視聴
できます。
✿「あいたたの観音さま」のいわれ
　昔々泥棒が、金で覆われたこの観音様を寺から盗み出し、たたらで火にかけて溶か
そうと試みましたが全く溶けず、観音様を叩くと「あいたた」と声を発しました。
　それに驚いた泥棒は寺に観音様を返し、その後この観音様は「あいたたの観音さま」
と呼ばれるようになりました。（出典：鶴林寺）

たきひょうすい

かやりかな

たまくら

日岡神社
（加古川市加古川町）
　景行天皇の皇后稲日大郎姫が出産の際、同神社の
主祭神・天伊佐佐比古命が七日七夜安産を祈り、無

事に双子の皇子が生ま
れたことから安産の神
様として名を馳せまし
た。
　また皇子の一人は倭
建命といわれています。
✿おもしろい伝承
　日岡神社で安産祈願祈祷を受けた方に御神符・御神供・赤い安産肌守り
が授けられます。帰宅後すぐに食べる御神供について、中の御神供が奇数
なら男児、偶数なら女児が生まれると言い伝えられています。
　また、祈祷後に門を出てはじめて会った人が男性なら男児、女性なら女
児とも言われています。

いなびのおおいらつめ

あめのいささひこのみこと

やまと

たけるのみこと

おふだ ごしんく

うまがいけ かこのうまやあと やまのうえすみよしじんじゃ つぶれいけ

⑦日本毛織印南工場煉瓦建物群（加古川市加古川町）
　１８９６年（明29）創業の日本毛織㈱で現存する工場のうち、大正時代に建てられた最も歴史のある工場。
最新鋭の機器を備えて今も稼働しています。赤煉瓦と採光のため設計されたのこぎり状の屋根が特徴的。　
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　昨年に創立30周年を迎えた加古川商工

会議所青年部。メンバーはこれを機に更

なる飛躍をと活動にも益々熱が入ってい

ます。令和４年度の会長に就任された岡

本さんに、今後の活動と、会長としての

意気込みを伺いました。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
未
来
永
劫
」

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
30
周
年
記
念
事
業

や
商
工
祭
「
加
古
川
楽
市
」
の
開
催
も
危
ぶ

ま
れ
る
な
か
、
全
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
な

く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
青
年
部
活
動
の
み
な
ら
ず

企
業
・
地
域
に
お
い
て
も
様
々
な
制
限
が
か

け
ら
れ
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
今
後
、
青
年

部
が
進
む
べ
き
未
来
を
考
え
た
時
に
、
こ
れ

ま
で
、
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
も
臆
す
る
こ
と

な
く
挑
戦
し
て
き
た
先
輩
が
い
た
よ
う
に
、

私
た
ち
も
困
難
を
前
に
し
て
も
歩
み
を
止
め

る
こ
と
な
く
一
歩
ず
つ
前
へ
進
む
べ
き
と
考

え
ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
思
い
を
胸
に
、
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
、
語
り
継
が
れ
る
団

体
と
な
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
込
め
、
今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
未
来
永
劫
」
と
し
ま
し

た
。
希
望
溢
れ
る
未
来
へ
、
そ
の
未
来
を
創

る
団
体
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
り
熱

意
と
情
熱
を
持
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

明
る
い
未
来
が
期
待
で
き
る
事
業
を

　

入
会
当
初
「
場
違
い
な
所
に
入
会
し
て
し

ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
自
分
は
や
っ
て
い

け
る
の
か
」
と
不
安
で
し
た
が
、
地
域
と
子

供
た
ち
の
未
来
を
熱
く
語
る
先
輩
方
が
、
私

に
は
と
て
も
凛
々
し
く
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
、
過
去
に
青
年
部
が
行
っ
た

「
こ
ど
も
の
夢
か
な
え
隊
」
と
い
う
事
業
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
地
域
の
子
供
た
ち
か
ら

募
集
し
た
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
と
い
う
も

の
で
、
巨
大
な
靴
下
や
か
つ
め
し
を
作
っ
た

り
し
た
そ
う
で
「
今
、
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与

え
た
い
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
是
非
と
も
復
活
さ
せ
、
子
供
た
ち
に
は
諦

め
る
の
で
は
な
く
実
現
に
向
け
て
進
む
と
い

う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
感
じ
て
ほ
し
い
し
、

取
り
組
む
大
人
の
本
気
度
も
見
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

　

今
期
、
新
た
に
作
っ
た
未
来
創
造
委
員
会

は
、
そ
う
い
っ
た
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る

事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
委
員

長
以
下
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
溢
れ
る
ア
イ
デ

ア
マ
ン
が
集
ま
っ
た
委
員
会
で
、
ど
ん
な
楽

し
い
も
の
を
企
画
し
て
く
れ
る
の
か
、
私
自

身
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
行
動
す
る
青
年
部
」
で
あ
れ

　

私
に
は
好
き
な
言
葉
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
尊
敬
す
る
方
が
言
っ
た
「
今
ま
で
の

た
め
の
今
で
あ
り
、
今
か
ら
の
た
め
の
今
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
。
も
う
一
つ
は
会
長
を

引
き
受
け
る
こ
と
を
迷
っ
て
い
た
際
、
妻
に

言
わ
れ
た
「
や
ら
な
い
後
悔
よ
り
、
や
っ
て

後
悔
」
で
す
。

　

こ
の
二
つ
は
、
青
年
部
の
「
若
手
経
営
者

と
し
て
の
資
質
の
向
上
と
企
業
の
発
展
と
豊

か
な
地
域
経
済
社
会
を
築
く
」
と
い
う
理
念

と
、
私
が
思
う
青
年
部
の
姿
「
行
動
す
る
青

年
部
」
に
ピ
ッ
タ
リ
合
う
言
葉
で
す
。

　

次
世
代
へ
襷
を
繋
ぐ
た
め
に
考
え
、
ま
ず

は
行
動
を
―
―
―
。
青
年
部
が
新
た
な
足
跡

を
残
し
て
い
け
る
よ
う
、
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
新

た
な
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
お
見
せ
し
ま
す
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
！

希
望
溢
れ
る
未
来
を

　
　
　
　
　
創
る
団
体
と
し
て

希
望
溢
れ
る
未
来
を

　
　
　
　
　
創
る
団
体
と
し
て

加古川商工会議所青年部

会長　岡本　良太郎  さん
おかもと りょうたろう
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エッセイ

　

人
生
の
う
ち
、
た
く
さ
ん
の

方
々
と
知
り
合
う
中
で
様
々
な
出

来
事
が
あ
り
、
感
動
的
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
5
年
生
か
ら
本
格
的
に

野
球
を
は
じ
め
、
社
会
人
野
球
の

「
神
戸
製
鋼
所
硬
式
野
球
団
」
を

引
退
す
る
ま
で
の
14
年
間
は
「
野

球
生
活
」
で
し
た
。
中
学
３
年
生

最
後
の
大
会
に
エ
ー
ス
で
挑
ん
だ

区
大
会
１
回
戦
、
最
終
回
ま
で
２

ー
０
で
リ
ー
ド
す
る
も
の
の
四
球

を
連
発
し
、
ス
ト
ラ
イ
ク
が
取
れ

な
い
状
況
か
ら
弱
気
に
な
り
、
監

督
の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
い
た
の

で
す
が
監
督
は
全
く
動
ぜ
ず
、
結

果
逆
転
負
け
を
喫
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
試
合
後
監
督
は
「
み
ん
な

に
は
悪
い
け
ど
野
球
は
勝
っ
て
も

負
け
て
も
投
手
で
決
ま
る
と
い
う

事
を
山
崎
に
経
験
さ
せ
た
か
っ
た
。
頑
張
っ

て
敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
上
が
ろ
う
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
後
の
投
手
と

し
て
の
野
球
人
生
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て

く
れ
た
言
葉
で
し
た
。
高
校
進
学
時
に
は
県

内
外
の
10
数
校
か
ら
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た

が
、
文
武
両
道
で
あ
る
福
岡
大
学
附
属
大
濠

高
校
に
進
路
を
決
め
ま
し
た
。

　

２
年
時
の
春
、
夏
は
控
え
投
手
で
し
た
が

甲
子
園
に
出
場
し
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
で
は

エ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
が
秋
は
骨
折
し
て
投

げ
ら
れ
ず
、
春
季
県
大
会
は
甲
子
園
に
関
係

な
い
の
に
優
勝
し
（笑）
、
最
後
の
夏
は
優
勝
候

補
に
挙
げ
ら
れ
る
も
「
腎
盂
炎
」
を
発
症
し

16
強
で
無
残
に
散
り
ま
し
た
。
た
だ
不
甲
斐

な
い
投
球
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
度

も
試
合
に
出
た
事
が
な
い
同
級
生
に
「
山
ち

ゃ
ん
、
い
い
夢
見
さ
せ
て
も
っ
た
よ
。
こ
れ

か
ら
プ
ロ
目
指
し
て
頑
張
っ
て
な
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
自
分
だ
っ
た

ら
一
度
も
試
合
に
出
ら
れ
な
い
ま
ま
果
た
し

て
高
校
野
球
を
続
け
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
？
高

校
野
球
で
は
ケ
ガ
や
病
気
で
期
待
に
応
え
ら

れ
な
か
っ
た
け
ど
、
き
っ
と
プ
ロ
に
な
る
。

と
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
次
の
進
路
は
熱
心

に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
神
戸
製
鋼
所
硬
式
野

球
団
に
入
団
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
１
年

目
か
ら
登
板
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が

６
月
の
都
市
対
抗
野
球
兵
庫
予
選
前
に
ま
た

「
腎
盂
炎
」
を
発
症
し
離
脱
、
２
年
目
の
秋

か
ら
調
子
が
上
が
り
出
す
も
翌
春
に
は
ボ
ー

ル
が
顎
に
当
た
り
骨
折
、
４
年
目
で「
抑
え
」

に
抜
擢
さ
れ
、
予
選
を
勝
ち
抜
き
「
都
市
対

抗
野
球
大
会
」
に
出
場
し
、
初
の
全
国
デ
ビ

ュ
ー
で
東
京
ド
ー
ム
の
マ
ウ
ン
ド
に
立
ち
ま

し
た
が
、
帰
神
後
間
も
な
く
肘
を
手
術
し
、

２
年
後
に
短
い
野
球
人
生
を
終
え
ま
し
た
。

　

引
退
し
て
や
っ
と
「
普
通
の
社
会
人
」
に

な
り
（笑）
、
29
歳
で
神
鋼
労
組
の
専
従
役
員
と

な
り
16
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
専
従

役
員
中
思
い
出
深
い
の
は
2
0
1
1
年
3
月

11
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
で
す
。

当
時
は
「
基
幹
労
連
兵
庫
県
本
部
」
の
事
務

局
長
で
、
連
合
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
が

あ
り
ま
し
た
が
激
し
い
余
震
も
続
い
て
い
る

中
、
各
都
道
府
県
事
務
局
長
会
議
で
は
「
危

険
そ
う
な
場
所
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し

て
大
丈
夫
か
？
何
か
あ
っ
た
時
の
補
償
は
？
」

等
の
質
問
が
飛
び
交
い
紛
糾
し
ま
し
た
が
、

基
幹
労
連
本
部
の
と
あ
る
大
御
所
が
「
安
全

な
と
こ
ろ
で
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
言
っ
て
も
分
ら

な
い
。
現
地
で
し
か
分
ら
な
い
事
が
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ん
だ
か
ら
強
制
じ
ゃ
な
い
、

行
き
た
い
奴
が
行
っ
た
ら
い
い
ん
だ
」
と
の

言
葉
に
何
故
か
掻
き
立
て
ら
れ
連
合
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
第
一
陣
と
し
て
3
月
末
に
釜
石
市
に

出
発
し
、
現
地
を
自
分
の
目
で
見
て
体
験
し

な
が
ら
仲
間
に
詳
細
な
情
報
を
送
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
同
年
7
月
に
も
釜
石
市
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
地
元
の

方
々
の
復
興
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
事
は
貴

重
な
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
人
と

の
出
会
い
を

大
切
に
し
、

感
謝
の
日
々

を
過
ご
し
て

い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。

「誰かのために・・・心に響く言葉」

住 所
T E L
営業内容

：
：
：

加古川市志方町野尻８０８－１
079-４５２－４４４１
ゴルフ場事業、緑化関連事業

山崎　吉博城山開発㈱城山ゴルフ倶楽部　取締役支配人
やまさき よしひろ

野球に打ち込んだ高校時代の山崎さん

東日本大震災時のボランティア
（瓦礫の上に車が・・・）
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会
議
所
の

会
議
所
の

会
議
所
の

会
議
所
の

（同）朝熊
ｉｒｉｐａｔｉｒｏｍａ
（有）泰良
（株）ＴＳコーポレーション
（株）ホウト
わがまちファンド（株）
カラオケ喫茶＆スナック ＣａＶａ
ＧぃじＢぁば
ダイニングカフェ ＣＥＣＩＬ
（株）イーグル
ｉｖｙ
糀谷憲章税理士事務所
Ｇｒｏｏｖｙ
Ｓｏｕｌｅａｔｅｒ
つくしの子
ホリエ自動車
ＭＡＲＫＥＳＭＩＬＥ
山田　賢太郎
Ｊｕｎｇｌｅ　Ｓａｌｏｎ
ＬＩＦＴ  ｈａｉｒ  ａｎｄ  ａｒｔｗｏｒｋｓ
おそうじ本舗　西明石店
（株）Ｅｍｐａｔｈｙ
焼鳥囲み
平野工業
（株）イデアル
神戸ワッフル＆カフェ
オペレーターサービス（株）
ＴＹ
Ｃｒｅｓｃｅｎｔ
桂桜工業
いこい処　樹
カラオケ喫茶　日本海
すぎもと整体院
なごみ整体院（Ｋ，Ｔ ＡＵＴＯ・杉本工業）
フラワースクール関
ＷＫＷｇｒｏｕｐ（株）
西本住設（同）
芝本司法書士事務所
ＦＴトラスト
喫茶　マルマン
姿勢専科ＫＣＳセンター  明石中央
是川商店
姿勢専科ＫＣＳセンター  姫路西院
カスタムファクトリー　ノイズ
ツチダ産業（株）
（株）アド・ダイセン
メットライフ生命保険（株）
（株）ファーストフィッシュ
（株）マーフィッシュ

加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
野口町
野口町
野口町
野口町
平岡町
平岡町
尾上町
尾上町
別府町
別府町
八幡町
八幡町
東神吉町
東神吉町
西神吉町
西神吉町
西神吉町
米田町
稲美町
高砂市
明石市
姫路市
姫路市
神戸市
神戸市
大阪市
大阪市
滋賀県
滋賀県

鍋料理
昼は沖縄そばの定食、夜は沖縄料理と酒類を提供するレストラン
コンタクトレンズ販売
オーダースーツ、コンサルティング、不動産管理
非鉄金属原料製品の卸売業・貿易業
各種イベントの運営代行・衛生用品販売
カラオケ喫茶・スナック
飲食業
ランチタイム営業、ディナータイム営業
エンターテインメントリユース事業
ネイル・まつエク
税理士業（税務代理・税務書類の作成・税務相談）
ハンドメイドアクセサリー小売
美容業（カット・カラー・パーマ等）
喫茶、お好み焼き
自動車修理業
ＢｔｏＣで事業を行う企業に対するＷＥＢマーケティング支援
ハウスクリーニング業
リラクゼーション・エステ
美容室
ハウスクリーニング業
鍼灸整骨院の運営及び同業へのコンサルティング
飲食店
鉄工業
プラント機械の据え付け業務の監督
サイフォンコーヒーと焼きたてワッフルの喫茶店
重機オペレーター
野球塾として野球での悩みを解決
ネイルサロン
配管工事一式
モーニング喫茶、カラオケ喫茶
カラオケ
整体
整体・中古車販売・建築
フラワースクール等生花関係業務、加工商品制作
足場工事
一般建設塗装
司法書士業務、不動産登記、商業登記、成年後見
ソフトウェア販売、セミナー講師
喫茶
姿勢調整（手技療法）
イベント出店
姿勢調整（手技療法）
ハーレーダビッドソンのカスタム施工・カスタムパーツ販売・二輪車整備・車検
工業用シール材・保温断熱材・各種ホース・オフィス家具等卸売
広告代理業
生命保険販売
小売業（魚惣菜）
小売業（魚惣菜）

事業所名 所在地 営業内容
（順不同）新規会員のご紹介（令和３年９月１日～令和４年１月３１日）

ご加入ありがとうございます。

危
険
箇
所
等
の
改
善
を
要
望

ー
道
路
施
設
改
善
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
ー

令
和
４
年
度
部
会
事
業
計
画
が
決
定
！

加
古
川
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

ー
金
融・不
動
産
業
部
会
例
会
を
開
催
ー

　

２
月
24
日
、
第
２
２
７
回
例
会
と
し

て
坂
和
総
合
法
律
事
務
所
の
坂
和
章
平

弁
護
士
を
講
師
に
「
ま
ち
づ
く
り
の
法

と
政
策
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
一
部

で
は
講
師

自
身
の
紹

介
と
ま
ち

づ
く
り
法

の
時
代
に

よ
る
変
化

に
つ
い
て

話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
東
京
、
大
阪
の
大
規
模

再
開
発
に
つ
い
て
と
神
戸
の
震
災
後
の

再
開
発
に
つ
い
て
、
第
三
部
で
は
地
方

都
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
加
古
川

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
加
古
川
駅
周

辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
か
ら
各
地
方

都
市
の
例
を
見
な
が
ら
、
加
古
川
で
も

起
こ
り
う
る
問
題
に
つ
い
て
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
23
名

　

　

２
月
１
日
か
ら
24
日
に
当
所
７
部
会

の
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
４
年

度
の
各
部
会
事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

一
般
商
業
部
会

①
売
上
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

②
消
費
税
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

食
品
商
業
部
会

①
売
上
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

②
加
古
川
市
に
お
け
る
地
域
振
興
策
に

　

つ
い
て
の
研
究

③
情
報
交
換
会
の
開
催

　

工
業
部
会

①
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

②
も
の
づ
く
り
支
援
及
び
関
連
事
業
に

　

係
る
加
古
川
市
お
よ
び
関
係
機
関
と

　

の
共
催

③
会
員
企
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

金
融
・
不
動
産
業
部
会

①
例
会
の
開
催

　

（
加
古
川
地
域
の
地
価
動
向
等
）

　

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

①
会
員
の
た
め
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
・
講

　

習
会
の
開
催

②
部
会
員
事
業
所
同
士
の
相
互
情
報
交

　

換
会
の
開
催

　

建
設
業
部
会

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
継
続
開
催

②
会
員
の
た
め
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
・
講

　

習
会
の
開
催

③
部
会
員
事
業
所
間
の
情
報
交
換
会
の

　

開
催

　

運
輸
・
通
信
業
部
会

①
「
加
古
川
楽
市
」
へ
の
出
展

②
Ｉ
Ｔ
関
連
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

２
月
17
日
、
道
路
施
設
改
善
モ
ニ
タ

ー
会
議
が
開
催
さ
れ
、
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
17
か
所
の
交
差
点
や
信
号
な
ど

改
善
し
た
ほ
う
が
い
い
と
声
が
上
が
っ

た
道
路
施
設
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
出
席
の
県
・
市
・
警
察

の
担
当
者
か
ら
現
状
に
つ
い
て
の
見
解

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
早
急
に
改
善
し
て

ほ
し
い
と
再
度
要
望
し
ま
し
た
。

【低感染リスク型ビジネス枠（第５回 １/12締切）】当所関係　採択者　　　　　　　　　　　　　（順不同）

「小規模事業者持続化補助金」の採択結果が発表されました

【お問い合わせ】加古川商工会議所　中小企業相談室　ＴＥＬ ０７９-４２４-３３５５

事業所名 補助事業の事業名称
ニシタ米穀㈱
㈲倭坊

五つ星お米マイスターのこだわり米の販売サイトの制作
クラウド化した事前相談・見積ソフトの導入事業

　令和４年度の募集では、通常枠（補助上限50万円）に加えて「成長・分配強化枠（補助上限200万
円）」「新陳代謝枠（補助上限200万円）」「インボイス枠（補助上限100万円）」が創設され、補
助率も原則２/３ですが成長・分配強化枠の一部類型において、赤字事業者は３/４に引き上げられま
す。
※開始時期は調整中です。経済産業省・中小企業庁ＨＰ等でご確認下さい。

加古川のまちづくりについて熱心に聞き入っていました



笑
顔
と
涙
溢
れ
た
卒
業
式

ー
３
月
例
会
卒
業
式
を
開
催
ー

13

卒業生（最前列）を囲んで記念撮影

青
　
年
　
部

　

２
月
17
日
に
「
加
古
川 
未
来
シ
テ

ィ
構
想
」
と
題
し
て
、
２
月
例
会
を
リ

モ
ー
ト
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
１
年

間
を
通
し
て
、
加
古
川
市
の
職
員
、
東

播
磨
県
民
局
の
職
員
、
兵
庫
大
学
の
学

生
の
方
々
な
ど
と
、
加
古
川
の
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
し
、
委

員
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
に
取
り
組
も

う
と
考
え
、
様
々
な
議
論
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
委
員
会
や
産

官
学
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
集
約
し
、

未
来
の
加
古
川
シ
テ
ィ
構
想
を
展
開
図

に
表
し
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
場
を
設
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
動
運
転
バ
ス
を
使

っ
た
チ
ン
チ
ン
電
車
構
想
や
、
加
古
川

河
川
敷
広
場
で
の
商
業
施
設
の
展
望
、

日
岡
山
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

化
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

青
年
部
の
中
で
も
、
自
分
の
住
む
ま
ち

の
こ
と
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の
こ
と

を
大
切
に
想
い
、
よ
り
良
い
ま
ち
に
な

加
古
川
の
未
来
を
素
敵
な
ま
ち
に

ー
２
月
例
会
を
開
催
ー

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

地域の方々に数々のご協力をいただきました

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
が
沢

山
あ
り
、
今
後

の
加
古
川
の
ま

ち
の
変
化
に
夢

と
期
待
を
抱
く

こ
と
が
で
き
る
、

良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
政
策
提
言
委
員
長　

宮
永　

敏
英
）

　

３
月
10
日
、
３
月
例
会
「
愛
と
感
謝

の
卒
業
式
〜
飛
び
立
て
５
１
５
１
の
ア

ニ
キ
た
ち
〜
」
を
開
催
し
、
昭
和
51
年

度
生
ま
れ
の
11
名
の
先
輩
方
が
青
年
部

を
卒
業
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
今
回
で

卒
業
生
を
見
送
る
の
は
５
回
目
で
す
が
、

毎
回
慣
れ
な
い
と
い
う
か
ど
こ
か
寂
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
数
年
新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ

れ
続
け
、
今
回
の
卒
業
式
も
ま
ん
延
防

止
期
間
の
延
長
に
よ
り
当
初
の
予
定
か

ら
大
幅
に
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
お
酒
好
き
な
方
が
多
い
年
代
だ
っ

た
の
で
、
本
当
は
も
っ
と
飲
ん
で
騒
い

で
賑
や
か
に
送
り
出
し
た
か
っ
た
の
で

そ
こ
は
心
残
り
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

制
限
が
多
い
状
況
の
中
で
参
加
者
が
70

名
を
超
え
た
の
は
、
先
輩
方
が
現
役
メ

ン
バ
ー
と
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
き
た

の
か
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。

　

花
束
贈
呈
時
に

は
卒
業
生
と
の
思

い
出
を
涙
な
が
ら

に
語
る
人
、
笑
い

に
換
え
る
人
と

様
々
で
し
た
が
、

個
人
的
に
は
大
好

き
な
時
間
で
す
。

あ
の
場
で
の
卒
業

生
か
ら
の
言
葉
を
聞
い
て
青
年
部
っ
て

熱
く
て
い
い
な
、
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て

み
よ
う
か
な
、
そ
う
思
っ
て
く
れ
る
人

が
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
卒
業
生
の
皆
様
、

個
性
的
で
酒
癖
が
悪
く
て
、
で
も
青
年

部
が
大
好
き
で
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
拡
大
交
流
委
員
長　

杉
浦　

元
記
）
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会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　
印
刷
物
入
札

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

４
月
22
日
㈮
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
０
７
９
‐
４
２
４
‐
３
３
５
５

　

自
動
振
替
制
度
を
ご
利
用
の
方
は
、

４
月
15
日
㈮
（
加
古
川
市
以
外
の
金
融

機
関
を
ご
利
用
の
方
は
４
月
27
日
㈬
）

に
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
書
制
度
を
ご
利
用
の
方

に
は
、
会
費
請
求
（
領
収
）
票
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
送
金
方
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
課

　

TEL
０
７
９
‐
４
２
４
‐
３
３
５
５

　
会
員
の
皆
さ
ま
へ

 

令
和
４
年
度
前
期
会
費
ご
請
求
の
お
知
ら
せ

  
女　
性　
会

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

２
月
28
日
「
事
業
所
紹
介
」
〜
こ
れ

が
私
の
会
社
で
す
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ

ｒ
ｏ
ｏ
ｍ 

Ｗ
ａ
ｍ
：
の
嶋
田
純
子
さ

ん
と
千
代
田
繊
維
工
業
㈱
の
長
谷
川
郁

子
さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

嶋
田
さ
ん
は 

ご
自
身
の
辛
い
ア
ト

ピ
ー
症
状
を
克
服
し
た
経
験
を
経
て
、 

お
客
様
の
様
々
な
悩
み
事
に
親
身
に
な

っ
て
寄
り
添
い
、
心
強
い
味
方
と
な
っ

て
い
ま
す
。
想
い
を
込
め
て
開
発
に
取

り
組
ん
だ
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
が
完
成
し
、

敏
感
肌
の
方
々
に
届
く
事
を
願
っ
て
販

売
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は 

経
営
が
大
変
だ
っ

た
時
期
に
持
ち
前
の
行
動
力
で
、
道
な

き
道
を
開
拓
し
販
路
を
拡
大
し
ま
し
た
。

あ
る
朝
閃
い
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
」
思
い
立
っ
た
ら
即
実
行
！
と
約
２

ヶ
月
の
猛
勉
強
と
そ
の
後
の
試
行
錯
誤

で
、
今
で
は
業
績
を
支
え
る
大
き
な
柱

と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
お
爺
さ
ま

の
お
名
前
か
ら
「
千
代
治
の
く
つ
下
」

で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

お
２
人
共
に
共
通
す
る
の
は
想
像
力

が
豊
か
で
、
あ
あ
な
り
た
い
、
こ
う
な

り
た
い
！
と
想
像
し
た
事
柄
が
現
実
と

な
っ
て
い
て
、
夢
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
興
味
津
々
で
沢
山
の
質
問
が
あ

り
、
大
変
楽
し
く
貴
重
な
お
話
が
聞
け

ま
し
た
。

　

感
染
防
止
対
策
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
女
性
会
で
は

回
数
を
重
ね
て
き
た
た
め
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を

介
し
て
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
会
話
も
出

来
、
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

　
　

（
会
計
理
事　

福
岡　

ひ
ろ
み
）

　

11
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

ー
事
業
所
紹
介
を
開
催
ー

　

現
在
、
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
会

員
情
報
（
事
業
所
名
・
代
表
者
名
等
）

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

会
報
が
届
い
た
宛
名
ラ
ベ
ル
で
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
変
更
に
つ

い
て
は
、
当
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先　

会
員
課

　

TEL
０
７
９
‐
４
２
４
‐
３
３
５
５

嶋田さん、敏感肌の方向けに力をい
れています　　　　　　　　　　
　　　　

長谷川さん、販路拡大に見事成功！

会
員
登
録
情
報
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

新入会員紹介キャンペーン
「加古川プラザホテル食事券2,000円」を進呈いたします
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印刷所　加古川印刷事業協同組合

●世界ペンギンの日（25日）
　毎年この日前後に南極観測基地にアデリーペンギ

ンが姿を現すのを、基地の研究員が祝ったことが始

まりです。絶滅が危ぶまれているペンギンの生態を

知ってもらい、保護・環境問題を考えてもらおうと、

水族園や動物園では、この日に合わせ様々なイベン

トが開催されています。

　ロシアによるウクライナ侵

攻。産科・小児科病院までも

攻撃されている。日本も防

衛・外交など、国会での議論

を期待したい。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

仕事・生活に活かせる 商工会議所の検定試験仕事・生活に活かせる 商工会議所の検定試験仕事・生活に活かせる 商工会議所の検定試験
◆日本商工会議所主催の検定◆
検定試験名

日商珠算
（そろばん）

日商簿記

級

【受験料】１級：2,340円 2級：1,730円 3級：1,530円

【受験料】1級：7,850円 2級：4,720円 3級：2,850円

1
〜
3

1
〜
3

回
225
226
227

日商簿記
日商ＰＣ
キーボード操作技能

日商ビジネス英語
日商プログラミング

2～原価計算初級
2～Basic
ビジネスキーボード
キータッチ2000テスト
2～3
EXPERT～ENTRY

161
162
163
※第163回は1級施行無し

6 月26日（日）
10月23日（日）
2 月12日（日）

6 月12日（日）
11月20日（日）
2 月26日（日）

施行日

◆東京商工会議所主催の検定◆

検定試験名 級

ネ
ッ
ト
試
験

ＢＡＴＩＣ（国際会計）
環境社会（ECO）
ビジネスマネジャー

検定試験名ネ
ッ
ト
試
験

日商簿記はインターネット申込の場合、
受験料の他に申込手数料として別途660円（税込）を徴収

申込はネット試験会場へ直接申込、施行日は随時施行と
なっており試験会場によって違います。試験会場・受験料
等、詳しくは認定校（加古川経理専門学院）（ＴＥＬ０７
９－４２３－４９１５）まで。日商プログラミングでは（富
士コンピュータ㈱）（ＴＥＬ０７９－４２０－２０２０）まで。
　　　　　　　

カラーコーディネーター

福祉住環境コーディネーター
ビジネス実務法務

アドバンスクラス
スタンダードクラス
2～3
2～3

検定試験名 級
ネ
ッ
ト
試
験

お申し込みは、インターネ
ットかお電話で東京商工会
議所へお申し込み下さい。
試験日は１年間に２シーズ
ン（上期・下期）の期間内
で、受験者が日時を設定　
　

●●●●●●●●●●●４月の会議所カレンダー４月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
1
4
5
11

15

金
月
火
月

金

広報委員会、 無料 法律相談
ふるさと納税返礼品開発特別委員会
女性会 市内企業訪問
女性会 役員会
令和4年度前期会費〈市内金融機関口座振替日〉
無料 法律相談

日 曜日 行　　　事
19
20
22
25
26
27

火
水
金
月
火
水

無料 社会保険・労務相談、 無料 金融相談
無料 税務相談
会員委員会
無料 特許・商標相談
無料 不動産相談
令和4年度前期会費〈市外金融機関口座振替日〉

●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが事前にお問合せください。
●「特許・商標相談」は、事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。
●日本政策金融公庫による「金融相談」は、ＷＥＢミーティング形式での相談となりますので、事前予約が必要
　です。
　【「特許・商標相談」「金融相談」のご連絡・お問い合わせ】加古川商工会議所 電話 ０７９－４２４－３３５５
●「不動産相談」は、当面の間「完全予約制」の「電話相談のみ」となります。
　【「不動産相談」のご連絡・お問い合わせ（相談日４日前までに）】（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   電話 ０７９－４２４－０８３２


